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山
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ぐ
る
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ぷ
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２
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７
１
回 

 小
池
の
宿
跡
巡
回
整
備
と
法
要 

（
森
閑
の
小
池
宿
に
響
き
渡
る
読
経
と
法
螺
の
音
） 

 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
３
月
２
２
日 (

日)  

曇
り 

◇
参
加
者
：
沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、
畑
林
清
子
、
生
熊
千
満
子

大
江
加
予
子
、
高
階
美
根
子
、
中
前
偉
、
岩
本
信
行
、
竹
中
卓
治
、

湯
川
一
郎
、
志
岐
敬
、
梶
野
照
雄
、
瀧
本
昭
太
郎
、
斎
藤
和
美
、

平
田
美
紀
、
佐
藤
優
美
子
、
椎
木
堯
・
照
子
（
広
島
県
） 

 
 
 
 
 

柴
田
宣
弥
、
角
聖
史
（
熊
野
修
験
） 

 
 
 
 
 
 

２
１
名 

  

こ
の
時
期
は
南
奥
駈
道
の
連
休
前
点
検
巡
視
が
メ
イ
ン
行
事
と
な
る
が
、
以

前
、
植
平
修
氏
か
ら
「
小
池
の
宿
へ
の
案
内
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
要
望
が

あ
っ
た
こ
と
と
、
靡
看
板
の
設
置
に
出
向
く
必
要
が
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
平

成
２
９
年
１
０
月
９
日
に
１
６
人
で
出
向
い
て
以
来
約
２
年
半
訪
問
し
て
い

な
い
た
め
、
行
事
計
画
に
組
み
入
れ
た
。
結
果
、
遠
く
広
島
県
よ
り
椎
木
さ
ん

ご
夫
妻
、
瀧
本
グ
ル
ー
プ
の
女
性
陣
３
名
の
参
加
も
あ
っ
て
、
総
勢
２
０
名
の

大
人
数
と
な
っ
た
。 

 

当
日
８
時
半
少
し
前
、
前
鬼
・
小
仲
坊
に
乗
り
入
れ
た
。
五
鬼
助
さ
ん
に
挨

拶
時
、
行
者
さ
ん
が
一
人
お
ら
れ
た
。
熊
野
修
験
を
主
に
活
動
さ
れ
て
い
る
柴

田
さ
ん
（
尼
崎
市
）
で
、
こ
の
三
連
休
は
前
鬼
を
中
心
に
行
を
さ
れ
て
い
た
。

今
日
は
特
段
予
定
が
な
い
と
の
こ
と
で
、
小
池
の
宿
巡
視
に
お
誘
い
す
る
。
今

日
は
中
前
君
も
参
加
し
て
い
る
の
で
、
行
者
さ
ん
も
揃
っ
て
総
員
２
１
名
と
な

る
。 

 
 

 

行
者
さ
ん
の
紹
介 

 
 

 
 

急
斜
面
を
登
る 

 
 
 

 

池
郷
川
に
下
る 

 
 

 

小
池
の
宿
跡
の
清
掃 

 
 
 

靡
看
板
を
設
置 

 
 
 

 
 

護
摩
供
法
要 

 

９
時
前
に
ス
タ
ー
ト
、
小
仲
坊
取
水
場
の
あ
た
り
か
ら
尾
根
に
と
り
つ
く
が
、

ピ
ン
ク
テ
ー
プ
の
少
し
手
前
か
ら
登
り
だ
し
た
。
踏
み
跡
も
薄
く
急
斜
面
で
、



足
場
も
最
悪
で
、
皆
さ
ん
四
苦
八
苦
の
末
や
っ
と
尾
根
へ
。
こ
こ
で
２
０
分
ほ

ど
費
や
し
て
し
ま
っ
た
。
以
後
３
～
４
回
の
休
憩
を
取
っ
て
１
１
時
過
ぎ
に
小

池
の
宿
跡
に
着
く
。
こ
の
間
３
か
所
に
か
な
り
大
物
の
倒
木
が
あ
っ
た
。 

尾
根
か
ら
小
池
の
宿
へ
下
っ
た
所
で
登
っ
て
き
た
６
～
７
人
の
グ
ル
ー
プ
と

出
会
っ
た
。
小
池
の
宿
付
近
で
テ
ン
ト
を
張
り
、
今
日
前
鬼
へ
下
山
中
と
の
こ

と
。
こ
の
時
期
に
こ
の
場
所
で
登
山
者
に
出
会
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
は
大
峯
を
か
な
り
熟
知
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。 

 

１
１
時
過
ぎ
、
無
事
に
小
池
の
宿
に
着
く
。
早
速
持
参
し
た
ホ
ウ
キ
、
ジ
ョ

レ
ン
、
熊
手
を
手
に
女
性
陣
が
掃
除
を
行
う
。
傍
で
梶
野
君
が
枯
れ
木
を
小
切

っ
て
い
る
。
護
摩
を
焚
く
と
の
こ
と
で
用
意
万
端
が
整
い
、
柴
田
さ
ん
を
導
師

に
中
前
、
角
の
両
名
が
脇
を
固
め
、
線
香
と
護
摩
壇
に
火
を
入
れ
る
。
濛
々
と

煙
に
上
が
る
中
、
法
螺
の
音
が
周
辺
に
響
き
渡
り
「
大
峯
７
５
靡
奥
駈
勤
行
次

第
」
に
則
り
、
懺
悔
文
、
心
経
、
御
真
言
と
進
み
、
本
覚
讃
で
締
め
て
い
た
だ

い
た
。
終
了
後
昼
食
と
し
、
小
池
の
宿
を
後
に
し
た
。 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 
 

倒
木
を
切
除 

 
 
 
 

 
 

大
日
、
釈
迦
、
孔
雀 

下
山
中
、
一
部
で
道
を
逸
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
多
人
数
で
あ
っ
た
た
め
大
事

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
登
山
道
と
し
て
確
定
す
る
上
で
の
課
題
だ
。
ま
た
、
梶

野
君
は
３
ヶ
所
で
太
い
倒
木
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
処
理
し
た
。
前
鬼
の
お
墓
に

立
ち
寄
り
、
全
員
小
仲
坊
に
帰
着
し
た
。 

 
 

 
 

 

前
鬼
代
々
の
お
墓 

 
 

 
 

行
者
堂
で
勤
行 

 
 
 

 

小
池
の
宿
ま
で
の
行
程 

 

我
々
ぐ
る
ー
ぷ
だ
け
で
の
小
池
の
宿
で
は
、
線
香
を
あ
げ
て
手
を
合
わ
せ
る

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
柴
田
さ
ん
、
中
前
、
角
の
両
君
の
参
加
で
大
変
充
実
し
た

小
池
の
宿
訪
問
で
あ
っ
た
。
小
池
の
宿
で
護
摩
供
を
行
い
、
そ
の
炎
と
煙
、
そ

し
て
響
き
渡
る
読
経
と
法
螺
の
音
の
様
相
は
得
難
い
も
の
だ
っ
た
。
御
三
方
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
２
０
年
近
く
前
、
玉
岡
相
談
役
に
初
め
て
小
池
の
宿
に
案
内
し
て
頂
い
た
時
、

同
行
の
藤
原
行
者
さ
ん
が
護
摩
供
養
さ
れ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
が
、
今
回
の
護

摩
供
は
そ
の
時
以
来
の
こ
と
だ
と
思
う
。 

 

昨
今
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

大
峰
で
も
登
山
者
の
姿
は
少
な
く
閑
散
と
し
て
い
る
。
大
型
連
休
を
前
に
し
て



も
、
各
小
屋
へ
の
宿
泊
予
約
や
問
い
合
わ
せ
は
皆
無
で
あ
る
。 

 

今
後
の
活
動
は
、
そ
の
予
定
計
画
を
粛
々
と
進
め
る
方
針
で
す
が
、
会
友
の
皆

さ
ん
、
健
康
に
留
意
し
て
無
理
を
せ
ず
、
十
分
に
ご
自
愛
下
さ
い
。 

（
記
；
沖
崎
、
写
真
；
梶
野
、
岩
本
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

小
仲
坊08
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尾
根
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付
き
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：15

広
尾
根
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：32

谷
下

降
地
点
→10

：55

小
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の
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跡12
：35
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：43

小
仲
坊
水
源
→15

：00

小
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